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平成30年度厚生労働科学研究費補助金（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業） 

 総括・分担研究報告書 
 

地域におけるかかりつけ医等を中心とした 
心不全の診療提供体制構築のための研究 

 
 
研究代表者 磯部 光章  公益財団法人日本心臓血圧研究振興会 附属榊原記念病院 院長 

 

 
 
A.研究目的 
 本研究班は、心不全診療を中心とする循環器専門
医と循環器診療を専門としない医師や看護師・メデ
ィカルスタッフ・ソーシャルワーカー・介護職等の
多職種による連携推進を目的に在宅診療患者のケア
のありようについて多面的に検討を行い心不全患者
の病診連携に関わる実効性のあるステートメントの
作成、地域連携パス等を策定、実践ならびに検証す
ることを目的とする。 
 
B.研究方法 
 都会や過疎地域の大学病院、基幹病院などで実施
されている病診連携の方法、ツールを参考に、分担
研究者、研究協力者間で討議を行い、現状の循環器
疾患の病診連携における問題点を抽出する。また、
これにもとづき可能な項目では臨床的疑問（CQ）を
設定し、エキスパートコンセンサスの形でステート
メントを作成する。CQ は、病態や重症度に応じた
退院のタイミングとその指標、外来でのケアにおけ
るモニタリング、遠隔医療の導入、訪問診療の意義、
フレイル、サルコペニアへの対応、地域連携ネット
ワークを構築する方法、家族のケア、患者・家族教
育、地域連携パス、合併する疾患への対処、循環器
疾患に特有な薬剤の管理、多職種チームにおける各
職種の役割と分担・連携、終末期ケアの考え方、タ
イミング、実践法、在宅リハビリと通院リハビリ、
必要な臨床検査、デバイス使用患者の管理、栄養管 

 
理、運動処方、薬物療法、認知症患者への対応など
とする。 
 
C.研究結果  
 平成30年5月にコアメンバー会議にて方向性の討
議を行い、6月に全体班会議を開催し、ワーキング
グループ（WG）の立ち上げならびにロードマップの
案の提示を行なった。7月に第 2回コアメンバー会
議を開催し、ステートメント作成に向けた WGメンバ
ーの確定、執筆内容の討議を行った。9月より WG1-4
では WG ごとに班会議を重ね具体的にステートメン
トの CQ の絞込み作業を実施した。また、WG5 では心
不全患者の教育ツールの作成を開始した。11月に第
3回コアメンバー会議を開催し、具体的なステート
メント執筆要綱の作成及び送付に加えて、平成 31年
3月開催予定の公開シンポジウムの計画を立案した。
平成 31 年 3 月 21 日日本学術会議講堂にて公開シン
ポジウムを開催した（一般医療者全国より 250 名参
加）。公開シンポジウムのアンケート調査により、都
市部および疎開地域それぞれの心不全診療提供体制
の現状および課題を広く調査することができた。現
在、公開シンポジウムの内容を広く広報するため、
主催・共催団体に協力を依頼し、それぞれのホーム
ページ等で講演や討議に関する動画公開に向け準備
を進めている。また、平成 31年 3月 31 日、分担執
筆者からステートメントの分担原稿が提出され、現
在、コアメンバーを中心にステートメント（案）の
取りまとめを実施している。同時に WG5 により心不

研究要旨:  
「循環器病対策基本法（正式名：健康寿命の延伸等を図るための脳卒中、心臓病その他の循環器病に係
る対策に関する基本法）」が成立し、今後、脳卒中や心臓病など循環器病の予防の推進、循環器病患者の
健康寿命の延伸に向けた心臓リハビリテーション（リハ）を含む、循環器病の医療体制の整備、教育・
啓発活動、研究の推進などが期待される。一方で、心不全パンデミックと称される高齢心不全患者の増
加に対し、心不全の病態改善、あるいは尊厳ある終末期のために、心血管疾患の専門医と非循環器医・
看護師・メディカルスタッフ・介護職等の多職種による連携推進が必須である。そこで、本研究の目的
は、かかりつけ医等を中心とした心不全の診療提供体制構築に向けて多職種による多角的な検討を行い、
心不全患者の病診連携に関わる実効性のあるステートメント（ガイドライン、患者の教育冊子、地域連
携パス等）の策定・実践・検証を実施することである。 
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全患者の教育ツール（案）の作成及び取りまとめ作
業を行なっている。 
 
D. 考察 

本年度は、心不全患者の病診連携に関わる実効性
のあるステートメント作成に向け、コアメンバーの
選定ならびに多職種から構成される WGの立ち上げ
を行い、ステートメントの原案の作成まで達成した。
多職種から構成される WG毎に討議を重ね、非循環器
専門医の実地医が日常臨床で活用可能な形式でのス
テートメント（案）が作成できたと考える。今後は、
公開シンポジウムで得られた多職種からのコメント
を参考に実用性や有用性の観点から修正作業を行い、
研究協力者の施設を中心とする都会及び疎開地域そ
れぞれにおいて、ステートメント案にそった診療の
実践ならびに心不全患者の教育ツールを用いた臨床
を行い、実現性、医学的効果、問題点の抽出その検
証を行う予定である。また、これらの検証作業を踏
まえてステートメントを再考するとともにパブリッ
クコメントを募集し、ステートメント（案）を再度

修正し一般公開するとともに、市民公開講座、学会
での公開シンポジウム等によりステートメントの普
及、啓発を図っていく予定である。 
 
E. 結論 
 本年度は、WG 毎に CQの絞り込み、CQ を中心とし
たステートメント（案）ならびに心不全患者教育ツ
ール（案）を作成した。また、本研究班が主催とし
て開催した公開シンポジウムでは、都会および疎開
地域の多くの非循環器医・看護師・メディカル・介
護職等から心不全診提供療体制に対する現状の課題
や期待などの多くの意見を得ることができた。これ
を受けて、次年度からは、ステートメント（案）、心
不全患者救育ツールの修正ならびに検証作業を通し
て日常臨床で実用可能なステートメントや患者教育
ツールを完成し、広く普及・啓発を図りたい。 

 
Ｆ．健康危険情報 
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後藤 葉一（研究分担者） 
 
1．柳英利・山本壱弥・鈴木裕二・福井教之・ 

北垣和史・小西治美・山田沙織・堀池聖子・ 
藤井沙也子・高潮征爾・大原貴裕・中尾一泰・ 
熊坂礼音・荒川鉄雄・福井重文・簗瀬正伸・ 
中西道郎・後藤葉一．心臓再同期療法装着心不全
患者における運動耐容能改善効果は非デバイス
患者より不良か？  心臓リハビリテーション
(JJCR) 2018, 24: 30-36 

 
2.  後藤葉一．疾病管理としての外来心臓リハビリ

テーション．  医学のあゆみ  2018, 265: 
1023-1029 

 
3.  Suzuki Y, Ito K, Yamamoto K, Fukui N, 

Yanagi H, Kitagaki K, Konishi H, Arakawa T, 
Nakanishi M, Goto Y. Predictors of 
improvements in exercise capacity during 
cardiac rehabilitation in the recovery phase 
after coronary artery bypass graft surgery 
versus acute myocardial infarction. Heart 
Vessels 2018; 33:358-366, doi:  
10.1007/s00380-017-1076-2 
 

4.  Maniwa N, Fujino M, Nakai M, Nishimura K, 
Miyamoto Y, Kataoka Y, Asaumi Y, Tahara Y, 
Nakanishi M, Anzai T, Kusano K, Akasaka T, 
Goto Y, Noguchi T, Yasuda S. 
Anticoagulation combined with antiplatelet 
therapy in patients with left ventricular 
thrombus after first acute myocardial 
infarction. Eur Heart J 2018; 39: 201-208, 
doi:10.1093/eurheartj/ehx551 

 
5.  Nakao YM, Miyamoto Y, Higashi M, Noguchi 

T, Ohishi M, Kubota I, Tsutsui H, Kawasaki 
T, Furukawa Y, Yoshimura M, Morita H, 
Nishimura K, Kada A, Goto Y, Okamura T,Tei 
C, Tomoike H, Naito H, Yasuda S. Sex 
differences in impact of coronary artery 
calcification to predict coronary 
artery disease. Heart 2018; 104: 11189-1124, 
doi: 10.1136/heartjnl-2017-312151 

 
6. Marume K, Takashio S, Nakanishi M, 

Kumasaka, L, Fukui S, Nakao K, Arakawa T, 
Yanase M, Noguchi T, Yasuda S, Goto Y. 
Efficacy of cardiac rehabilitation in heart 
failure patients with low body mass index. 
Circ J 2019; 83: 334 – 341, doi: 
10.1253/circj.CJ-18-0852 

 
 
 

筒井 裕之（研究分担者） 
 
1. Yamamoto U, Nishizaka M, Tsuda H, 

Tsutsui H and Ando S. I: Crossover 
comparison between CPAP and mandibular 
advancement device with adherence 
monitor about the effects on endothelial 
function, blood pressure and symptoms in 
patients with obstructive sleep apnea. 
Heart Vessels 2019 Mar 29 
 

2. Inoue H, Yamashita T, Akao M, Atarashi H, 
I. T, Okumura K, Koretsune Y, Shimizu W, 
Tsutsui H, Toyoda K, Hirayama A,  
Yasaka M, Yamaguchi T, Akishita M, 
Hasebe N, Kario K, Mizokami Y, Nagata K, 
Nakamura M, Terauchi Y, Yamamoto T, 
Teramukai S, Kimura T, Kaburagi J and 
Takita A: Prospective observational study 
in elderly patients with non-valvular atrial 
fibrillation: Rationale and design of the All 
Nippon AF In the Elderly (ANAFIE) 
Registry. J Cardiol 2018 Apr 3 
 

3. Sumitomo N, Baba R, Doi S, Higaki T, 
Horigome H, Ichida F, Ishikawa H, 
Iwamoto M, Izumida N, Kasamaki Y, Kuga 
K, Mitani Y, Musha H, Nakanishi T, 
Yoshinaga M, Abe K, Ayusawa M, Hokosaki 
T, Kato T, Kato Y, Ohta K, Sawada H, 
Ushinohama H, Yoshiba S, Atarashi H, 
Hirayama A, Horie M, Nagashima M, Niwa 
K, Ogawa S, Okumura K and Tsutsui H: 
Guidelines for heart disease screening in 
schools (JCS 2016/JSPCCS 2016)- digest 
version. Circ J 82 (9): 2385-2444, 2018 Aug 
24 
 

4. Dewan P, Jhund P. S., Shen L, Petrie M. C., 
Abraham W. T., Atif Ali M., Chen C. H., 
Desai A. S., Dickstein K, Huang J, 
Kiatchoosakun S, Kim K. S., Kober L, Lai 
W. T., Liao Y, Mogensen U. M., Oh B. H., 
Packer M, Rouleau J. L., Shi V, J. Sibulo  

5. A. S., Solomon S. D., Sritara P, Swedberg K, 
Tsutsui H, Zile M. R. and M. J. J. V.: Heart 
failure with reduced ejection fraction: 
comparison of patient characteristics and 
clinical outcomes within Asia and between 
Asia, Europe and the Americas. Eur J 
Heart Fail 2018 Dec 10 
 

6. Kotooka N, Kitakaze M, Nagashima K, 
Asaka M, Kinugasa Y, Nochioka K, Mizuno 
A, Nagatomo D, Mine D, Yamada Y, 
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Kuratomi A, Okada N, Fujimatsu D, 
Kuwahata S, Toyoda S, Hirotani S. I., 
Komori T, Eguchi K, Kario K, Inomata T, 
Sugi K, Yamamoto K, Tsutsui H, 
Masuyama T, Shimokawa H, Momomura  
S. I., Seino Y, Sato Y, Inoue T and Node K: 
The first multicenter, randomized, 
controlled trial of home telemonitoring for 
Japanese patients with heart failure: home 
telemonitoring study for patients with 
heart failure (HOMES-HF). Heart Vessels 
2018 Feb 15 

 
 
2.  学会発表 
  
磯部 光章（研究代表者） 
 
学会・シンポジウム等における口頭・ポスター発表 
1. 磯部光章 大会特別シンポジウム 2 国策とし

ての「ストップ CVD」～健康長寿社会の実現に
向けて～超高齢社会での心不全診療体制の構
築に向けて,第24回日本心臓リハビリテーショ
ン学会学術集会,横浜,2018 年 7月 15 日 
 

2. 磯部光章 パネルディスカッション 1 我が国
における心不全医療体制への新提言：増え続け
る超高齢患者をどうする？ 急性期から慢性
期を通じた心不全医療提供体制の構築,第22回
日本心不全学会学術集会,東京,2018 年 10 月 11
日 

 
3. 磯部光章：シンポジウム脳卒中と循環器病克服

5ヶ年計画は達成可能か」0次予防から 3次予
防まで「Countermeasures against 
cardiovascular diseases」日本循環器学会、
横浜、2019 年 3 月 30 日 
 

4. 磯部光章：会長特別企画厚生労働省事業
Effects of multidisciplinary cardiac 
rehabilitation for patients with heart 
failure on clinical outcomes and health 
care costs: Nationwide surveillance, 
retrospective multicenter cohort study and 
cohort registration studies (AMED-CHF 
CR Study). 日本循環器学会、横浜、2019 年 

 
 
安斉 俊久（研究分担者） 
 
1．安斉俊久．心不全緩和ケアの現状と課題. 第２３

回日本心臓血管麻酔学会学術大会．特別講演．
2018年9月 東京 

 

2．安斉俊久．心不全緩和ケアのニーズと概念． 日
本心不全学会/日本循環器心身医学会ジョイント
シンポジウム．第２２回日本心不全学会学術集会. 
2018年10月 東京 

 
 
木原 康樹（研究分担者） 
 
国内学会発表 
1. 梶川正人,森本陽香,松井翔吾,小田望,岸本真治,橋

本東樹,丸橋達也,平野陽豊,日高貴之,中島歩,野間
玄督,木原康樹,鵜川貞二,辻敏夫,東幸仁. 動脈硬
化性疾患発症予防を目的とした新しい血管内皮
機能測定器改良型ezFMDの有用性. 第3回日本
血管不全学会学術集会. 2018年4月14日,神奈川. 

 
2. 丸橋達也,木原康樹,冨山博史,東幸仁. 血管不全定

義 PWV, FMD, EndoPAT, CAVIについて指針
案と発表と討議. 第3回日本血管不全学会学術集
会. 2018年4月14日,神奈川. 
 

3. 宇都宮裕人,板橋裕史,小林さゆき,吉田純,池永寛
樹,日高貴之,木原康樹,Alfredo Trento, Sibal Kar,
塩田隆弘 . 経カテーテル的僧帽弁形成術 
(MitraClip) が僧帽弁形態にあたえる影響―機
能性僧帽弁逆流における検討―. 日本心エコー
図学会第29回学術集会. 2018年4月26－28日,岩
手. 
 

4. 須澤仁,日髙貴之,泉可奈子,原田侑,木下未来,板倉
希帆,宇都宮裕人,木原康樹. 無症候性の一次性重
症僧帽弁閉鎖不全症 患者における、最大酸素摂
取量と最大運動負荷時の肺動脈楔入圧の予測因
子の検討. 日本心エコー図学会第29回学術集会. 
2018年4月26－28日,岩手. 
 

5. 木原康樹. 心不全を評価する、心不全に対処する. 
第22回日本心血管内分泌代謝学会学術集会 . 
2018年4月29日,宮崎. 
 

6. 渡邊信寛,石橋堅,新田和宏,宇都宮裕人,西樂顕典,
北川知郎,日髙貴之,福田幸弘,栗栖智,中野由紀子,
山本秀也,木原康樹. 重症冠動脈疾患を合併し、侵
襲的治療を行った老人性全身性アミロイドーシ
スの1例 . 第118回日本内科学会中国地方会 . 
2018年5月19日,鳥取. 
 

7. 木原康樹. 高齢者心不全患者の治療に関するス
テートメント. 第112回日本循環器学会中国・四
国合同地方会. 2018年6月2-3日,広島. 
 

8. 松井翔吾,住元庸二,新田和宏,池永寛樹,丸橋達也,
石橋堅,福田幸弘,栗栖智,東幸仁,木原康樹. 第1世
代薬剤溶出性ステント留置後の再狭窄病変に対
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する治療中に、非血栓性構造物の冠動脈塞栓を認
めた1例. 第112回日本循環器学会中国・四国合同
地方会. 2018年6月2-3日,広島. 
 

9. 奥迫諒,石橋堅,新田和宏,宇都宮裕人,北川知郎,日
髙貴之,福田幸弘,栗栖智,中野由紀子,山本秀也,木
原康樹. 冠動脈不全を来したベーチェット病の
病勢をFDG-PETで追うことができた1例. 第112
回日本循環器学会中国・四国合同地方会. 2018年
6月2-3日,広島. 
 

10. 原田侑,宇都宮裕人,泉可奈子,須澤仁,木下未来,日
髙貴之,木原康樹. 3次元経食道心臓超音波を用い
た運動誘発性僧帽弁逆流の規定因子. 日本超音
波医学会第91回学術集会. 2018年6月8－10日,兵
庫. 
 

11. 宇都宮裕人,須澤仁,泉可奈子,原田侑,木下未来,板
倉希帆 ,日高貴之 ,木原康樹 . Mechanisms of 
Effort Intolerance in Asymptomatic/Minimally 
Symptomatic Degenerative Mitral 
Regurgitation: A Simultaneous 
Invasive–Noninvasive Study. 日本超音波医学
会第91回学術集会. 2018年6月8－10日,兵庫. 
 

12. 板倉希帆,泉可奈子,須澤仁,原田侑,木下未来,宇都
宮裕人,日髙貴之,木原康樹. 持続性心房細動の洞
調律化による右心系形態の変化についての検討. 
日本超音波医学会第91回学術集会. 2018年6月8
－10日,兵庫. 
 

13. 宇都宮裕人,板橋裕史,池永寛樹,須澤仁,住元庸二,
福田幸弘,塩田隆弘,木原康樹. Comparison of 
mitral valve geometrical effect of percutaneous 
edge-to-edge repair between central and 
eccentric functional mitral regurgitation. 第9
回日本経カテーテル心臓弁治療学会学術集会. 
2018年7月8日,大阪. 
 

14. 須澤仁,泉可奈子,原田侑,住元庸二,木下未来,板倉
希帆,宇都宮裕人,日高貴之,福田幸弘,木原康樹. 
当院におけるドブタミン負荷経食道心エコー図
検査によるLow-Flow Low-Gradient Severe AS
の診断. 第9回日本経カテーテル心臓弁治療学会
学術集会. 2018年7月8日,大阪. 
 

15. Amioka M, Nakano Y, Sairaku A, Tokuyama T, 
Motoda C, Matsumura H, Tomomori S, 
Hironobe N, Okubo Y, Okamura S, Kihara Y. 
Ser96Ala Genetic Variant of Human 
Histidine-rich Calcium-binding Protein May 
Be a Genetic Predictor of Recurrence after 
Catheter Ablation in Patients with 
Paroxysmal Atrial Fibrillation. 第65回日本不

整脈心電学会学術集会. 2018年7月11－14日,東
京. 
 

16. Hironobe N, Nakano Y, Okamura S, Okubo Y, 
Amioka M, Tomomori S, Marsumura H, 
Motoda C, Tokuyama T, Sairaku A, Kihara Y. 
Persistant Atrial Fibrillation and Diabetesare 
Independent Predictors of Tachycardia 
Induced Cardiomyopathy in Patients with 
Atrial Fibrillarion. 第65回日本不整脈心電学会
学術集会. 2018年7月11－14日,東京. 
 

17. Hironobe N, Sairaku A, Okamura S, Okubo Y, 
Amioka M, Tomomori S, Matsumura H, 
Motoda C, Tokuyama T, Nakano Y, Kihara Y. 
To Ablate or Not to Ablate, That Is the 
Qyestion : Asymptomatic Paroxysmal Atrial 
Fibrillation. 第65回日本不整脈心電学会学術集
会. 2018年7月11－14日,東京. 
 

18. Okubo Y, Nakano Y, Kihara Y, et al. 
Characteristics of Non-pulmonary vein foci in 
patients with paroxysmal atrial fibrillation. 第
65回日本不整脈心電学会学術集会. 2018年7月11
－14日,東京. 
 

19. Okubo Y, Nakano Y, Kihara Y, et al. Large 
size hiatal hernia may add vulnerability to 
occurrence of atrial fibrillation. 第65回日本不
整脈心電学会学術集会. 2018年7月11－14日,東
京. 
 

20. Okamura S, Nakano Y, Kihara Y, et al. 
Cardiac Autonomic Activity Quantification 
Using Peripheral Arterial Tone Measurement. 
第65回日本不整脈心電学会学術集会. 2018年7月
11－14日,東京. 
 

21. 木原康樹. 高齢心不全患者の治療に関るステー
トメントを考える. 第24回日本心臓リハビリテ
ーション学会学術集会. 2018年7月14－15日,神
奈川. 
 

22. Ishibashi K, Kurisu S, Nitta K, Sumimoto Y, 
Fukuda Y, Yamamoto H, Kihara Y. 
Retrograde approach during CTO-PCI 
increases the myocardial damage. 第27回日本
心血管インターベンション治療学会学術集会. 
2018年8月2－4日,兵庫. 
 

23. 新田和宏,住元庸二,池永寛樹,石橋堅,福田幸弘,木
原康樹. 非閉塞性冠動脈疾患患者におけるスペ
クトでの心筋虚血と左心室拡張期パラメータと
の関係. 第27回日本心血管インターベンション
治療学会学術集会. 2018年8月2－4日,兵庫. 
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24. 原田侑,宇都宮裕人,泉可奈子,須澤仁,木下未来,板

倉希帆,日高貴之,木原康樹. Exercise induced 
MRを3次元経食道超音波で評価した１症例とそ
の検討. 日本超音波医学会第54回中国地方会学
術集会. 2018年9月1日,広島. 
 

25. 岡野典子,宇都宮裕人,泉可奈子,須澤仁,原田侑,木
下未来,板倉希帆,横崎典哉,日髙貴之,木原康樹. 
急性リンパ性白血病既往患者において薬剤性心
筋症と右室内血栓の合併が疑われた1例. 日本超
音波医学会第54回中国地方会学術集会. 2018年9
月1日,広島. 
 

26. 加納昭子,宇都宮裕人,泉可奈子,須澤仁,原田侑,木
下未来,板倉希帆,横崎典哉,日髙貴之,木原康樹. 
冠静脈洞型心房中隔欠損症(unroofed coronary 
sinus : URCS）no）の1例. 日本超音波医学会第
54回中国地方会学術集会. 2018年9月1日,広島. 
 

27. 日髙貴之,木原康樹,宇都宮裕人,須澤仁,木下未来,
原田侑,板倉希帆,泉可奈子. 侵襲的肺動脈圧測定
と心エコー経三尖弁圧較差を用いた運動負荷中
右房圧の測定. 日本超音波医学会第54回中国地
方会学術集会. 2018年9月1日,広島. 
 

28. 山路貴之,宇都宮裕人,泉可奈子,須澤仁,原田侑,木
下未来,日髙貴之,新田和宏,丸橋達也,木原康樹. 
三次元経食道心エコーにて卵円孔に嵌頓した深
部静脈由来血栓を確認し、奇異性脳塞栓を未然に
防ぎえた1例. 日本超音波医学会第54回中国地方
会学術集会. 2018年9月1日,広島. 
 

29. 横山幸枝,宇都宮裕人,泉可奈子,須澤仁,原田侑,木
下未来,板倉希帆,横崎典哉,日髙貴之,木原康樹. 
経胸壁心エコー図検査で壁在血栓が疑われたが、
経食道心エコー図検査では著明なもやもやエコ
ーであった1例. 日本超音波医学会第54回中国地
方会学術集会. 2018年9月1日,広島. 
 

30. 須澤仁,泉可奈子,原田侑,木下未来,板倉希帆,宇都
宮裕人,日髙貴之,木原康樹. 右室転移を来した中
皮腫の一例. 日本超音波医学会第54回中国地方
会学術集会. 2018年9月1日,広島. 
 

31. 浅田佳奈,宇都宮裕人,泉可奈子,須澤仁,原田侑,木
下未来,板倉希帆,横崎典哉,日髙貴之,木原康樹. 
心室中隔穿孔閉鎖術後に発症した右室内血栓の1
例. 日本超音波医学会第54回中国地方会学術集
会. 2018年9月1日,広島. 
 

32. 栗栖智,住元庸二,池永寛樹,石橋堅,福田幸弘,木原
康樹. 負荷心筋血流SPECTのタリウム洗い出し
における心房細動の影響. 第66回日本心臓病学

会学術集会. 2018年9月7日－9日,大阪. 
 

33. 日髙貴之,木原康樹,北川知郎,中麻規子,中山奨. 
在宅心不全患者の疾病管理を支える地域医療ネ
ットワーク. 第66回日本心臓病学会学術集会. 
2018年9月7日－9日,大阪. 
 

34. 丸橋達也,木原康樹,東幸仁. 高血圧と血管機能不
全. 第41回日本高血圧学会総会. 2018年9月14－
16日,北海道. 
 

35. 丸橋達也,梶川正人,岸本真治,松井翔吾,橋本東樹,
髙永甲有司,日髙貴之,野間玄督,木原康樹,高瀬凡
平,冨山博史,山科章,東幸仁. 降圧薬内服中高血圧
患者の血管内皮機能は、血圧値に関わらず障害さ
れている：FMD-J研究. 第41回日本高血圧学会
総会. 2018年9月14－16日,北海道. 
 

36. 日髙貴之,北川知郎,中麻規子,木原康樹. The Role 
of Base Hospital in the Reform of Medical 
System to Provide Comprehensive Heart 
Failure Care 包括的心不全診療体制構築におけ
る基幹病院の対応. 第22回日本心不全学会学術
集会. 2018年10月11－13日,東京. 
 

37. Hidaka T, Utsunomiya H, Izumi K, Susawa H, 
Harada Y, Itakura K, Kinoshita M, Kitagawa 
T, Ishibashi K, Fukuda Y, Kihara Y. 
Relationships Between Hemodynamic 
Responses And VE to VCO2 Slope During 
Invasive Cardiopulmonary Exercise Testing In 
Left Heart Diseases 侵襲的心肺運動負荷試験
を用いた運動中血行動態応答とVE to VCO2 
Slopeの関係. 第22回日本心不全学会学術集会. 
2018年10月11－13日,東京. 
 

38. 塩田繁人,金井香菜,中麻規子,磨野浩子,北川知郎,
日髙貴之 ,木原康樹 . ADL/IADL in elderly 
patients with heart failure is associated with 
cognitive function and execution function 高齢
心不全患者のADL/IADLは認知機能・前頭葉機能
と関連する. 第22回日本心不全学会学術集会. 
2018年10月11－13日,東京. 
 

39. 金井香菜,三尾直樹,塩田繁人,磨野浩子,中麻規子,
北川知郎,日髙貴之,木原康樹. Beneficial  effect 
of home care including outpatient 
rehabilitation on exercise tolerance affecting 
quality of life in Stage - D heart failure 
patients 外来心臓リハビリテーションを活用し
たStageD心不全の医療介護連携体制の効果：運
動耐容能の改善とQOL. 第22回日本心不全学会
学術集会. 2018年10月11－13日,東京. 
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40. 中麻規子,日髙貴之,北川知郎,中山奨,金井香菜,塩
田繁人,中山満誉,木原康樹. Human Resource 
Development for Health Care Workers 
Providing the Comprehensive Care for 
Patients with Heart Failure in Community 地
域で心不全の包括ケアを提供する医療・介護従事
者の育成. 第22回日本心不全学会学術集会. 2018
年10月11－13日,東京. 
 

41. 道上可奈,金井香菜,中山奨,泉可奈子,日髙貴之,木
原康樹. 11y girl could  return to school by 
multiple intervention of the heart failure team 
after fulminant myocarditis; one case report 
心肺停止に至った劇症型心筋炎発症後に心不全
チームの包括的介入により小学校に復学し得た
11歳女児の1例. 第22回日本心不全学会学術集会. 
2018年10月11－13日,東京. 
 

42. Harada Y, Utsunomiya H, Hidaka T, 
Kitagawa T, Itakura K, Kinoshita M, 
SusawaH, Izumi K, Kihara Y. 
Three-dimensional quantification of 
exercise-induced mitral regurgitation and its 
impacts on exercise capacity in heart-failure 
patients 負荷憎悪性僧帽弁逆流の3次元定量評
価と心不全患者の運動耐容能との関連. 第22回
日本心不全学会学術集会. 2018年10月11－13日,
東京. 
 

43. Kitagawa T, Hidaka T, Nakayama S, Naka M, 
Kihara Y, for the REAL-HF Investigators. 
Current Medical and Social Conditions and 
Outcomes of Hospitalized Heart Failure 
Patients: Design and Baseline Characteristics 
of the REAL-HF study 心不全患者の医学的か
つ社会的実態と転帰に関するレジストリー：広島
県REAL-HF研究の概要とベースライン. 第22回
日本心不全学会学術集会. 2018年10月11－13日,
東京. 
 

44. Hidaka T, Utsunomiya H, Izumi K, Susawa H, 
Harada Y, Itakura K, Kinoshita M, Kitagawa 
T, Ishibashi K, Fukuda Y, Kihara Y. Exercise 
Right Atrial Pressure Response in Exercise 
Echocardiography 侵襲的肺動脈圧測定と経三
尖弁圧格差を用いた運動負荷中右房圧変化につ
いての検討. 第22回日本心不全学会学術集会. 
2018年10月11－13日,東京. 
 

45. 丸橋達也,梶川正人,岸本真治,松井翔吾,橋本東樹,
高永甲有司,日髙貴之,野間玄督,木原康樹,東幸仁. 
未治療高血圧患者の血管機能についての検討. 
第59回日本脈管学会総会. 2018年10月25－27日,
広島. 
 

46. 丸橋達也,木原康樹,冨山博史,東幸仁. 血管内皮機
能検査 Flow-mediated vasodilaion (FMD). 第
55回日本臨床生理学会総会. 2018年11月3－4日,
福岡. 
 

47. Okubo Y, Nakano Y, Tokuyama T, Motoda C, 
Amioka M, Hironobe N, Okamura S, Miyauchi 
S, Kihara Y. Successful ablation of frequent 
premature ventricular complexes originating 
from the left ventricular anterior papillary 
muscle. アブレーション関連秋季大会2018. 
2018年11月9－11日,沖縄. 
 

48. 木原康樹. 超高齢化時代の循環器診療. 第119回
日本内科学会中国地方会第59回中国支部主催生
涯教育講演会. 2018年11月18日,広島. 
 

49. 板倉希帆,泉可奈子,須澤仁,原田侑,木下未来,宇都
宮裕人,日髙貴之,木原康樹. 心房細動によりもた
ら さ れ る Atrial Functional Tricuspid 
Regurgitationの存在. 第113回日本循環器学会
中国地方会. 2018年12月1日,島根. 
 

50. 網岡潤,池内佳裕,山路貴之,新田和宏,住元庸二,池
永寛樹,石橋堅,福田幸弘,栗栖智,木原康樹. 多量
の血栓を有しており病態の判断に苦慮した冠攣
縮による急性心筋梗塞の1例. 第113回日本循環
器学会中国地方会. 2018年12月1日,島根. 
 

51. 山本章代,山路貴之,新田和宏,須澤仁,住元庸二,岸
本真治,丸橋達也,石橋堅,福田幸弘,栗栖智,木原康
樹,渡邉正済,山根吉貴,高橋信也,末田泰二郎. 2cm
大の急性外傷性心室中隔穿孔を認めたが、呼吸・
循環動態の破綻を来さなかった1例、その病態と
は? 第113回日本循環器学会中国地方会. 2018年
12月1日,島根. 
 

52. 原田侑,宇都宮裕人,泉可奈子,須澤仁,木下未来,板
倉希帆,日髙貴之,木原康樹. ハンドグリップ負荷
を用いた運動誘発性僧帽弁逆流症の検討  ―
3D-TEEを用いた検討―. 第9回日本心臓弁膜症
学会. 2018年12月14－15日,京都. 
 

53. 塩田繁人,野中真佑,窪優子,三尾直樹,金井香菜,磨
野浩子,中麻規子,北川知郎,日髙貴之,木村浩彰,木
原康樹. 高齢心不全患者の服薬管理スクリーニ
ングにおける認知機能・前頭葉機能評価の有用性. 
日本心臓リハビリテーション学会第4回中国支部
地方会. 2019年2月16日,岡山. 

 
国際学会発表 
1. Matsui S, Maruhashi T, Kajikawa M, 

Kishimoto S, Hashimoto H, Hidaka T, 
Nakashima A, Noma K, Kihara Y, Higashi Y. 
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Lower Urinary Tract Symptoms in men as an 
early phenotype of endothelial dysfunction. 
Pulse of Asia 2018. May 19-20, 2018, Kyoto, 
Japan. 
 

2. Matsui S, Maruhashi T, Kajikawa M, 
Kishimoto S, Hashimoto H, Hidaka T, 
Nakashima A, Noma K, Matsumoto T, Kihara 
Y, Higashi Y. Novel measurement of 
Endothelial Function assessed by Short Time 
Flow-mediated Vasodilation: Comparison with 
Conventional Flow-mediated Vasodilation. 
Pulse of Asia 2018. May 19-20, 2018, Kyoto, 
Japan. 
 

3. Maruhashi T, Kajikawa M, Kishimoto S, 
Matsui S, Hashimoto H, Noma K, Tomiyama 
H, Yamashina A, Kihara Y, Higashi Y. 
Comparison of Brachial Artery Diameterwith 
Flow-mediated Vasodilation as 
VascularMarker for Cardiovascular Risk 
Assessment:FMD-J Study. Pulse of Asia 2018. 
May 19-20, 2018, Kyoto, Japan. 
 

4. Harada Y, Utsunomiya H, Izumi K, Susawa H, 
Kinoshita M, Itakura K, Hidaka T, Kihara Y. 
Different Mechanisms of Exercise-Induced 
Mitral Regurgitation Between Degenerative 
and Functional Mitral Regurgitation: 
Three-Dimensional Transesophageal 
Echocardiography Study. ASE2018 (American 
Society of Echocardiography). June 22-26, 
2018, Gaylord Opryland Resort & Convention 
Center in Nashville, Tennessee. 
 

5. Kihara Y. HFpEF in Elderly. APCHF2018 
(9th Asian Pacific Congress of Heart Failure). 
Oct 11-13, 2018, Tokyo, Japan. 
 

6. Amioka M, Nakano Y, Sairaku A, Tokuyama T, 
Motoda C, Matsumura H, Tomomori S, 
Hironobe N, Okubo Y, Okamura S, Chayama 
K, Kihara Y. Ser96Ala Genetic Variant of 
Human Histidine-rich Calcium-binding 
Protein is a Genetic Predictor of Recurrence 
after Catheter Ablation in Patients with 
Paroxysmal Atrial Fibrillation. APHRS2018 
(11th Asia Pacific Heart Rhythm Society 
Session). Oct 17-20, 2018, Taipei, Taiwan. 
 

7. Hironobe N, Nakano Y, Okamura S, Okubo Y, 
Amioka M, Motoda C, Tokuyama T, Kihara Y. 
Persistant Atrial Fibrillation and Diabetesare 
Independent Predictors of Tachycardia 
Induced Cardiomyopathy in Patients with 
Atrial Fibrillarion. APHRS2018 (11th Asia 
Pacific Heart Rhythm Society Session). Oct 

17-20, 2018, Taipei, Taiwan. 
 

8. Harada Y, Utsunomiya H, Izumi K, Susawa H, 
Kinoshita M, Itakura K, Hidaka T, Kihara Y. 
Different Mechanisms of Exercise-Induced 
Mitral Regurgitation Between Degenerative 
and Functional Mitral Regurgitation: A 
Three-Dimensional Transesophageal 
Echocardiography Study. American Heart 
Association Scientific Sessions 2018. Nov 
10-12, 2018, Chicago, Illinois, United States. 
 

9. Matsui S, Higashi Y, Takaeko Y, Hashimoto H, 
Kishimoto S, Kajikawa M, Maruhashi T, 
Hidaka T, Nakashima A, F.M.Yusoff, Noma K, 
Kihara Y. Association of poor tooth brushing 
behavior with cardiovascular outcome: 
two-year follow-up prospective observational 
study. American Heart Association Scientific 
Sessions 2018. Nov 10-12, 2018, Chicago, 
Illinois, United States. 
 

10. Kitagawa T, Yamamoto H, Nakamoto Y, 
Sasaki K, Toshimitsu S, Hirokawa Y, Kihara 
Y. Prognostic Value of 18F-Sodium Fluoride 
Positron Emission Tomography for the 
Prediction of Coronary Events: Comparison 
and Combination with Computed Tomography. 
American Heart Association Scientific 
Sessions 2018. Nov 10-12, 2018, Chicago, 
Illinois, United States. 
 

11. Itakura K, Izumi K, Susawa H, Harada Y, 
Kinoshita M, Utsunomiya H, Hidaka T, 
Kihara Y. The Recover From Persistent Atrial 
Fibrillation Provide the Contraction in 
Volume of Right Heart and Tricuspid 
Regurgitation. American Heart Association 
Scientific Sessions 2018. Nov 10-12, 2018, 
Chicago, Illinois, United States. 
 

12. Utsunomiya H, Yamamoto H, Shimada A, 
Kitagawa T, Hidaka T, Kihara Y. Increased 
Epicardial Adipose Tissue Volume is 
Associated With Left Ventricular Diastolic 
Function in Patients With Zero Coronary 
Artery Calcium Score. American Heart 
Association Scientific Sessions 2018. Nov 
10-12, 2018, Chicago, Illinois, United States. 
 

13. Utsunomiya H, Harada Y, Izumi K, Susawa H, 
Kinoshita M, Itakura K, Ikenaga H, Hidaka T, 
Kihara Y, Shiota T. Size, Shape, and 
Orientation of Dilated Annulus in Tricuspid 
Regurgitation: A Real-Time 3-Dimensional 
Transesophageal Echocardiography Study. 
American Heart Association Scientific 
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Sessions 2018. Nov 10-12, 2018, Chicago, 
Illinois, United States. 
 

14. Sumimoto Y, Hidaka T, Nitta K, Ishibashi K, 
Fukuda Y, Kurisu S, Higashi Y, Kihara Y. A 
Validation Study of Enclosed-Zone Central 
Venous Pressure (ezCVP) Measurement Using 
Non-invasive Oscillometric Method. American 
Heart Association Scientific Sessions 2018. 
Nov 10-12, 2018, Chicago, Illinois, United 
States. 
 

15. Yamaji T, Mikami S, Tanaka K, Higashi Y, 
Kihara Y. Does Higher Uric Acid Increase 
New Onset of Hypertension in a Japanese 
Population? American Heart Association 
Scientific Sessions 2018. Nov 10-12, 2018, 
Chicago, Illinois, United States. 
 

16. Okubo Y, Nakano Y, Miyauchi S, Okamura S, 
Hironobe N, Amioka M, Motoda C, Tokuyama 
T, Kihara Y. Increased Urinary Liver-Type 
Fatty Acid-Binding Protein Level Predicts 
Major Adverse Cardiovascular Events in 
Hypertensive Patients. American Heart 
Association Scientific Sessions 2018. Nov 
10-12, 2018, Chicago, Illinois, United States. 
 

17. Nakano Y, Nishiyama Y, Onohara Y, 
Tokuyama T, Motoda C, Amioka M, Hironobe 
N, Okubo Y, Okamura S, Miyauchi S, Tahara 
H, Kihara Y. Plasma Micrornas as 
NonInvasive Biomarkers in Patients With 
Brugada Syndrome. American Heart 
Association Scientific Sessions 2018. Nov 
10-12, 2018, Chicago, Illinois, United States. 
 

18. Miyauchi S, Nakano Y, Okamura S, Okubo Y, 
Hironobe Y, Amioka M, Motoda C, Tokuyama 
T, Kihara Y. Leucocyte Telomere G-Tail 
Length Is Shortened In Patients With Atrial 
Fibrillation. American Heart Association 
Scientific Sessions 2018. Nov 10-12, 2018, 
Chicago, Illinois, United States. 
 

19. Maruhashi T, Higashi Y, Kajikawa M, 
Kishimoto S, Matsui S, Hashimoto H, 
Takaekou Y, Hidaka T, Farina Mohamad 
Yusoff, Noma K, Tomiyama H, Yamashina A, 
Takase B, Suzuki T, Kihara Y. Usefulness of 
Vascular Function Tests for Cardiovascular 
Risk Prediction in Patients With Coronary 
Artery Disease: FMD-J (Flow-Mediated 
Dilation Japan) Study A. American Heart 
Association Scientific Sessions 2018. Nov 
10-12, 2018, Chicago, Illinois, United States. 
 

20. Okubo Y, Nakano Y, Miyauchi S, Okamura S, 
Hironobe N, Amioka M, Motoda C, Tokuyama 
T, Kihara Y. Prediction of Atrial Fibrillation 
using Combination of Genetic Risk Score and 
Clinical Risk Factors. American Heart 
Association Scientific Sessions 2018. Nov 
10-12, 2018, Chicago, Illinois, United States. 
 

21. Matsumoto T, Oguri N, Kinoshita H, 
Matsumura H, Sairaku A, Morishima N, 
Kihara Y. Evaluation of Arginine Vasopressin 
Level One Week After Hospitalization May Be 
a Predictor of the Prognosis of Patients With 
Congestive Heart Failure. American Heart 
Association Scientific Sessions 2018. Nov 
10-12, 2018, Chicago, Illinois, United States. 
 

22. Matsui S, Higashi Y, Takaeko Y, Hashimoto H, 
Kishimoto S, Kajikawa M, Maruhashi T, 
Hidaka T, Nakashima A, F.M.Yusoff, Noma K, 
Kihara Y. Lower Urinary Tract Symptoms in 
Men is an Early Phenotype of Endothelial 
Dysfunction. American Heart Association 
Scientific Sessions 2018. Nov 10-12, 2018, 
Chicago, Illinois, United States. 
 

23. Nakano Y, Ochi H, Onohara Y, Tokuyama T, 
Motoda C, Amioka M, Hironobe N, Okubo Y, 
Miyauchi S, Tomomori S, Matsumura H, 
Sairaku A, Chayama K, Kihara Y. HCN4 
Gene Polymorphisms Are Associated With the 
Occurrence of Tachycardia Induced 
Cardiomyopathy in Patients With Atrial 
Fibrillation. American Heart Association 
Scientific Sessions 2018. Nov 10-12, 2018, 
Chicago, Illinois, United States. 
 

24. Susawa H, Hidaka T, Izumi K, Harada Y, 
Kinoshita M, Itakura K, Utsunomiya H, 
Kihara Y. Relationship Between Pulmonary 
Arterial Pressure and Pulmonary Capillary 
Wedge Pressure during Exercise in Patinet 
with Asymptomatic Severe Degenerative 
Mitral Regurgitation. ACC Asia Conference 
2018. Dec 1-2, 2018. 

 
 
香坂 俊（研究分担者） 
 
1．入院前投与薬剤は、急性心不全の来院時呼吸状態

と院内死亡率に影響を与える(会議録) 
Author：宮本 貴庸(武蔵野赤十字病院 総合診療
科), 原田 和昌, 宮崎 哲郎, 香坂 俊, 飯田 圭, 
谷本 周三, 矢川 真弓子, 松下 健一, 武井 眞, 
松田 淳也, 岩崎 陽一, 長友 祐司, 細田 徹,  
白石 泰之, 山本 剛, 長 尾 建, 高山 守正 
Source： ICUとCCU (0389-1194)42巻別冊  
Page S79-S81(2018.12) 
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2．在宅診療の視点から捉える循環器内科(会議録) 

Author：香坂 俊(慶応義塾大学 医学部循環器内
科) 
Source： 日本在宅医学会大会 20回 Page326(20
18.04) 

 
3．心不全患者におけるリスクで調整した緩和ケアの

質(Risk-adjusted Palliative Care Quality of 
Care in Heart Failure Patients)(会議録) 
Author：水野 篤(聖路加国際病院 循環器内科), 
河野 隆志, 長友 祐司, 香坂 俊, 筋野 容守,  
武井 眞, 合田 あゆみ, 吉川 勉, 宮下 光令 
Source： 日本循環器学会学術集会抄録集 82回 
Page LBCS2-6(2018.03) 

 
4．医学における統計学 レトロスペクティブ研究の

結果報告(Statistics in Medicine: Reporting Re
sults of   Retrospective Studies)(英語)(会議
録) 
Author：香坂 俊(慶応義塾大学 循環器内科) 
Source： 日本循環器学会学術集会抄録集 82回 
Page SS13-3(2018.03) 

 
 
後藤 葉一（研究分担者） 
 
1．後藤葉一．わが国の心臓リハビリテーションの到

達点と今後の課題：理事長総括．口頭発表,   
第 24 回日本心臓リハビリテーション学会学術集
会 特別講演 2018 年 7 月, 横浜 (国内) 

 
2. 後藤葉一．心臓リハビリテーション学会からの卒

前卒後教育への要望． 口頭発表, 第 24 回日本心
臓リハビリテーション学会学術集会 シンポジウ
ム「医学教育と心臓リハビリテーション」 2018
年 7 月, 横浜 (国内) 

 
3. 福井重文, 後藤葉一, 大郷剛, 浅野遼太郎,  

小永井奈緒, 上田仁, 辻明宏, 荒川鉄雄, 中西道
郎,  
安田聡． バルーン肺動脈形成術終了直後から開始
する心リハの多面的効果と安全性－心リハの指摘
開始時期について． 口頭発表, 第 24 回日本心臓
リハビリテーション学会学術集会 日本心臓病学
会ジョイントセッション「肺高血圧症の心臓リハ
ビリテーション」 2018 年 7 月, 横浜 (国内) 

 
4, 後藤葉一．AMI 後の心臓リハビリテーション． 

口頭発表, 第27回日本心血管インターベンショ
ン治療学会学術集会 日本循環器学会合同セッシ
ョン「急性心筋梗塞治療の最前線」 2018 年 8 月, 
神戸 (国内) 

 
5. 後藤葉一．長期予後改善をめざす心臓リハビリテ

ーション：エビデンスと実際． 口頭発表, 第 2
回日本リハビリテーション医学会秋季学術集会 

教育講演 2018 年 11 月, 仙台 (国内) 
 
6. 後藤葉一．肺高血圧症に対する運動療法とリハビ

リテーション総論． 口頭発表, 第 28 回日本呼
吸ケア・リハビリテーション学会学術集会 会長
企画シンポジウム「肺高血圧症に対する運動療法
のコントロバーシー」 2018 年 11 月, 千葉・幕
張 (国内) 

 
7. 神谷健太郎、佐藤幸人、高橋哲也、眞茅みゆき、

池亀俊美、琴岡憲彦、田倉智之、後藤葉一、山本
貴信、磯部光章．Impact of Multidisciplinary 
Cardiac Rehabilitation in Patients with Heart 
Failure on Survival and Hospitalization: The 
AMED-CHF Cardiac Rehabilitation Study. 口
頭発表, 第 84 回日本循環器学会学術集会 Late 
Breaking Cohort Session 2019 年 3 月 29 日, 大
阪 (国内) 

 
8. 後藤葉一．Current Status and Future Shape of 

Cardiovascular Care in Japan: Importance of 
Exercise and Nutrition Intervention in 
Post-discharge Disease Management. 口頭発
表, 第84回日本循環器学会学術集会シンポジウ
ム「超高齢化・医療費膨張時代における循環器医
療提供体制と医療政策のあり方」 2019 年 3 月
31 日, 大阪 (国内) 

 
 
 
小室 一成（研究分担者） 
 
1.  第83回日本循環器学会学術集会代表理事講演(20

19年3月30日) 
Task and Outlook of Cardiovascular  
Medicine in Japan-Future Direction of the
 JCS 

 
 
筒井 裕之（研究分担者） 
 
1. 第11回日本性差医学・医療学会学術集会 (平成3

0年1月21日, 福岡) 
筒井裕之: 心不全診療・研究の現状と将来展望. 
(ランチョンセミナー) 

 
2. 第10回福岡県医学会総会専門医共通講習会 (平

成30年2月4日, 福岡) 
筒井裕之: 心不全医療の最新動向. (シンポジウ
ム) 

 
3. 第51回日本痛風・核酸代謝学会総会 (平成30年2

月22日・23日, 鳥取) 
筒井裕之: 心不全併存症としての高尿酸血症・痛
風の治療指針 ～日本心不全学会の立場から～. 
(シンポジウム) 
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4. 第82回日本循環器学会学術集会 (平成30年3月2
3日～25日, 大阪) 
筒井裕之: 急性・慢性心不全診療ガイドライン 
2017～改訂のポイント～. (ランチョンセミナ
ー) 

 
5. 第82回日本循環器学会学術集会 (平成30年3月2

3日～25日, 大阪) 
筒井裕之: 急性・慢性心不全診療ガイドライン 
2017～急性心不全を中心に～. (日本集中治療医
学会ジョイントセッション) 

 
6. 第82回日本循環器学会学術集会 (平成30年3月2

3日～25日, 大阪) 
筒井裕之: 急性・慢性心不全診療ガイドライン（2
017 年改訂版）日本循環器学会/日本心不全学会
 合同ガイドライン. (委員会セッション（ガイド
ライン委員会）) 

 
7. 第112回日本循環器学会中国・四国合同地方会 

(平成30年6月2日・3日, 広島) 
筒井裕之: 急性・慢性心不全診療ガイドライン2
017 ～改訂のポイント～.  

 
8. 第248回循環器学会 関東甲信越地方会 (平成3

0年6月9日, 東京) 
筒井裕之: 急性・慢性心不全診療ガイドライン2
017 ～改訂のポイント～.  

 
9. 第248回日本循環器学会関東甲信越地方会 (平

成30年6月9日, 東京) 
筒井裕之: 急性・慢性心不全診療ガイドライン2
017 ～改訂のポイント～. (教育セッション) 

 
10. 日本心不全学会チーム医療推進委員会 (平成30

年7月28日, 大阪) 
筒井裕之: ここが変わった！急性・慢性心不全診
療ガイドライン. (教育セミナー) 

 
11. 第66回日本心臓病学会学術集会 (平成30年9月7

日～9日, 大阪) 
筒井裕之: 急性・慢性心不全診療ガイドライン
（改訂版）. (企業向けセミナー：循環器疾患ガ
イドラインを臨床に活かす) 

 
12. 第41回日本高血圧学会総会 (平成30年9月14日

～16日, 北海道) 
篠原啓介，柴田理紗，廣岡良隆，筒井裕之: 心不
全の進展における高血圧の関与:心脳連関を含め
た病態機序 (Hypertension-associated pathop
hysiology of heart failure). (シンポジウム) 

 
13. 第125回日本循環器学会九州地方会 (平成30年1

2月1日, 福岡) 
筒井裕之: ガイドラインに学ぶ急性心不全マネ
ージメントのポイント. (研修医教育セミナー) 

 
14. 第21回日本成人先天性心疾患学会総会・学術集

会 (平成31年1月11日～13日, 岡山) 
坂本一郎: 心不全治療における薬物療法の功罪.

 (教育講演) 
 
15. 第21回日本成人先天性心疾患学会総会・学術集

会 (平成31年1月11日～13日, 岡山) 
肥後太基、坂本一郎、石北綾子、永富将太、 
樋口妙、筒井裕之: ACHD患者に対する心臓リハ
ビリテーション. (学術委員会シンポジウム) 

 
16. 第46回日本集中治療医学会学術集会 (平成31年

3月1日～3日, 京都) 
筒井裕之: 最新の心不全診療ガイドラインを読
み解く. (ジョイントシンポジウム) 

 
17. 第83回日本循環器学会学術集会市民公開講座 

(平成31年3月24日, 横浜) 
筒井裕之: 心不全を知って、うまく付き合う. 
(講演) 

 
18. 第83回日本循環器学会学術集会 (平成31年3月2

9日～31日, 横浜) 
H, T.: Efficacy and safety of ivabradine in 
Japanese patients with chronic heart  
failure and reduced ejection fraction:  
J-SHIFT Study. (Late Breaking Clinical  
Trials) 

 
19. 第83回日本循環器学会学術集会 (平成31年3月 

29日～31日, 横浜) 
H, T.: Efficacy and safety of  
sacubitril/valsartan in Japanese patients  
with chronic heart failure and reduced  
ejection fraction: PARALLEL-HF Study.  
(Late Breaking Clinical Trials) 

 
20. 第83回日本循環器学会学術集会 (平成31年3月2

9日～31日, 横浜) 
筒井裕之: To prevent the development and 
progression of heart faiure: roadmap in the
 5-year plan of STOP CVD. (シンポジウム) 

 
 
福本 義弘（研究分担者） 
 
1.  第22回日本緩和医療学会学術集会 
（2018年6月15日〜17日：神戸） 
シンポジウム13 
柴田龍宏、大森崇史、岡村知直、柏木秀行、 
岸拓弥：九州心不全緩和ケア深論プロジェクト
が目指すもの 
一般演題（ポスター）  
中島菜穂子、柴田龍宏、山路裕美子、牛嶋浩子、
手塚久美、栗原和子、馬渡一寿、堀川直希、 
佐野智美、釘嶋美穂、福本義弘：重症心不全患
者に対するスクリーニングから見えてきた本邦
心不全患者のつらさ 

 
2.  第66回日本心臓病学会学術集会 
（2018年9月7日〜9月9日：大阪） 
シンポジウム2 
柴田龍宏、馬渡一寿、中島菜穂子、下園弘達、
南嶋裕美子、牛嶋浩子、高橋甚彌、堀川直希、
佐野智美、安川秀雄、福本義弘：地域包括的心
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不全治療に緩和ケアをどう組み込むか 
会長特別企画 ケースに学ぶ23 
柴田龍宏：地域医療・在宅医療へ活かす緩和の
チーム医療実践 精神科医の果たすべき役割と、
地域への橋渡しのコツ 
チーム医療セッション4 
柴田龍宏、柏木秀行、大森崇史、岡村知直、 
岸拓弥、大石醒悟、水野篤、福本義弘：基本的
心不全緩和ケア普及のためのトレーニングコー
ス作成 
チーム医療委員会セッション 
柴田龍宏、中島菜穂子、柏木秀行、大森崇史、
岡村知直、岸拓弥、大石醒悟、水野篤、 
福本義弘：心不全診療におけるACPの普及を考
える 

 
3.  第22回日本心不全学会学術集会 

（2018年10月12日〜13日：東京） 
ジョイントシンポジウム 4 日本循環器心身医
学会 合同シンポジウム 
Tatsuhiro Shibata、Yoshihiro Fukumoto： 
Multidisciplinary approach to palliative  
care of advanced heart failure 
ハートチームシンポジウム1 
柴田龍宏、福本義弘：重症心不全患者に対する
緩和ケア的アプローチ 
ハートチームシンポジウム4 
柴田龍宏、福本義弘：心不全緩和医療における
次世代ハートチームの育成：心不全内科医の視
点 
一般演題（口述） 
Tatsuhiro Shibata, Kazutoshi Mawatari,  
Naoko Nakashima, Koutatsu Shimozono,  
Yumiko Yamaji, Kouko Ushijima, Miki  
Murakami, Toshiyuki Yanai, Jinya  
Takahashi, Naoki Horikawa, Tomomi Sano,
 Hideo Yasukawa, Yoshihiro Fukumoto： 
Impact of heart failure palliative care team
 establishment in patients with heart  
failure death in Kurume University  
Hospital 

 
4.  第75回日本循環器心身医学会学術総会 

（2018年11月4日：東京） 
日本循環器看護学会×日本循環器心身医学会ジ
ョイントシンポジウム 
柴田龍宏、下園弘達、馬渡一寿、中島菜穂子、
山路裕美子、牛嶋浩子、高橋甚彌、堀川直希、
佐野智美、安川秀雄、福本義弘：心不全緩和ケ
ア新時代に考えるACPの本質 医師の立場から 

 
 
 
 

山田 佐登美（研究分担者） 
 
1． 循環器疾患の患者に対する緩和ケア提供体制の

あり方～循環器疾患患者に対する緩和ケア提供
体制のあり方に関するワーキンググループの報
告書（平成30年4月）より～ 
第15回日本循環器看護学会、平成30年10月27日 

 
2． 地域包括ケアシステムと心不全患者の緩和ケア、

第83回日本循環器学会、平成31年3月29日 
 
 
弓野 大（研究分担者） 
 
1.  2018年4月, 東京 

日本在宅医学会 第20回記念大会, シンポジウ
ム「高齢者心不全の在宅医療」 
日本在宅医学会 第20回記念大会, シンポジウ
ム「非癌の在宅医療における二人主治医制の可
能性」 

 
2.  2018年9月, 大阪 

第66回日本心臓病学会学術集会, シンポジウム
「高齢者心不全の在宅医療」 
第66回日本心臓病学会学術集会, 教育セッショ
ン「在宅現場で心不全の増悪をどのように察知
するか？」 

 
3.  2018年10月, 東京 

第22回日本心不全学会学術集会, ディスカッシ
ョン「地域での心不全医療―介護負担と終末期
医療の体制構築のために―」 
第22回日本心不全学会学術集会, ランチョンセ
ミナー「高齢者心不全の意思決定支援を識る―E
-FIELDからの学び―」 
第22回日本心不全学会学術集会, 教育講演「心
不全の在宅医療―医療専門職の更なる可能性
―」 

 
4.  2019年3月、横浜 

第83回日本循環器学会学術集会, ディスカッシ
ョン「Creating More Home-Time for  
Elderly Heart Failure Patients -Perspective
 of Home Medical Care」 
第83回日本循環器学会学術集会, 教育セッショ
ン「心不全の在宅ケア」 

  
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 
 1. 特許取得 
2. 実用新案登録・ 
3.その他 

 
特になし 
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執筆担当（＊敬称略） 文字数 備考 章の責任者

１ 序文 磯部光章 500

２ 非専門医による心不全診療
２−１ 慢性心不全の概念・高齢心不全の特徴 弓倉整 1500 「HFｐEF」は使わない.可逆性の状

態であること、管理・介入の重要性
についても言及する.心不全は
common diseaseであることを示
す

２−2 地域で診る心不全患者の管理・治療の実際
病状の把握（こういった所見を認めたら急性増悪と考える）

病歴（併診疾患の診療状況把握、薬物療法） 平原佐斗司 1000
自覚症状 横山広行 1000
身体所見 横山広行 1000
各検査所見

胸部X線 横山広行 1000
心エコー 加藤真帆人 1000
血液所見 門田一繁 1000

２−3 心不全患者の外来管理・治療の実際 これまでのGLと齟齬がないように
運動療法/心不全リハビリテーション 神谷健太郎 1600
栄養評価・フレイル・サルコペニア 宮島功 1600
水分管理 佐藤幸人 800
薬物治療 佐藤幸人 1600
非薬物治療の適応

手術（CABG・TAVI) 河野隆志 800
ペースメーカとICD 河野隆志 800
在宅酸素療法と呼吸管理 河野隆志 800
ペースメーカによるモニタリング 永井利幸 600 遠隔診療は3-2の項目と重複する

ので、現在保険収載されているPM
による遠隔診療に限って下さい

２−4 併存疾患への対処
腎機能障害 佐藤幸人 800
認知障害 江頭正人 800
悪性腫瘍 横山広行 800
脳血管障害 江頭正人 800
糖尿病と代謝疾患 衣笠良治 800
骨関節疾患 永井利幸 800
抑うつ 江頭正人 800
誤嚥性肺炎 横山広行 800
その他障害・多発障害 衣笠良治 800 「貧血」を含める

２−5 心不全患者の在宅管理 田中宏和 800

２−6 急性増悪時の対処 田中宏和 800
２−7 再入院予防のための介入 全員で検討 800

３ 地域で行う心不全診療
３−1 これからの病診連携のありかた（病診連携、水平連携）弓倉整 1500 「複数主治医制」は使わない

３−2 心不全診療における病診連携モデルの実際
事例を挙げて、実現可能な範囲の
提案をする

心不全診療モデル：地方型 渡辺徳 3000
心不全リハビリプログラムと多職種カンファランス渡辺徳
在宅医療チームとクリティカルパスの活用 渡辺徳

心不全診療モデル：都市型 中根英策 3000
心不全ノート・患者ノートの利用 中根英策
悪化時、再入院の受け渡し体制 中根英策

遠隔診療機器の可能性と課題 織田良正 1000 現状で使用可能なものを中心に近
未来にも簡単に触れて下さい。

３−3 心不全診療における各職種の役割
多職種で連携するために必要な医療情報のエッセンス平原佐斗司 1000 WG①

3-4 心不全診療における各職種の役割
地域におけるかかりつけ医 田中宏和 1000 WG④
歯科医師 宮本昭彦 1000
看護師 根井あずさ/服部絵美 1000
管理栄養士 小林晶子 1000
薬剤師 関下禅美 1000
理学療法士 齋藤正和 1000
Medical Social Worker(MSW) 齋藤慶子 1000
ケアマネジャー 根田一成 1000

3-5 心不全患者の生活環境と療養環境
水野篤 1200

生活環境のアセスメント 根井＆服部 1000
家族・介護者 伊東紀揮 1000 「ケアギバー」は使わない
独居高齢者・老々介護・介護との連携 根田一成 1500

池亀俊美/関下禅美
/小林晶子/齋藤正
和

2100
タイトルはご検討下さい。項を分け
ても構いません。行動変容の視点
を入れる

４ 心不全患者の緩和ケアと終末期ケア
４−1 緩和ケアの定義とその概要 大石醒悟 1000
４−2 心不全の経過と患者の意向を共有する 西川満則/高田弥寿子 2000
４−3 在宅での心不全終末期を支える

身体的苦痛の問題 清水政克/大石醒悟 1000
身体以外の問題 柏木秀行 1000

４−4 心不全患者の家族・介護者へのケア 田中奈緒子/藤田愛 1000
56500

原稿用紙 約144枚
ページ数 約48頁

WG③

地域で診る心不全患者の診療指針（修正版）

WG①

WG①

WG②
生活環境・療養環境における多職種間の連携

WG④

患者・家族への教育・生活指導・社会福祉制度の利
用

開業医がどこまで介入するか、出
来るかについての一線について書
き方を工夫する

最終稿決定の前に関係者で
prereviewさせて下さい

加藤真帆人

横山広行

加藤真帆人

水野篤

安斉俊久

 



15 
 

WG名 取り纏め役 グループ長 メンバー
①病診連携とかかりつけ医の役割 加藤　真帆人 ○ 加藤　真帆人/榊原記念病院  

織田　良正/織田病院・佐賀大学医学部附属病院

門田　一繁/倉敷中央病院

中根　英策/北野病院

平原　佐斗司/梶原診療所

弓倉　整/弓倉医院

横山　広行/横山内科循環器科医院

渡辺　徳/北信総合病院

②地域でのケアと多職種の役割 堀部　秀夫/池亀　俊美 ○ 水野　篤/聖路加国際病院　

伊東　紀揮Ns/ゆみのハートクリニック

齋藤　慶子SW/ゆみのハートクリニック

根井　あずさNs/東邦大学医療センター大橋病院

服部　絵美Ns/白十字訪問看護ステーション

堀部　秀夫/ゆみのハートクリニック

池亀　俊美Ns/榊原記念病院

渡辺　徳/北信総合病院

齋藤　正和/榊原記念病院

関下  禅美/龍生堂薬局

根田　一成/白十字訪問看護ステーション

小笠原　正/松本歯科大学大学院　

宮本　昭彦/北信州心臓病地域連携包括ケア推進協議会　食生活改善部会副会長

宮本　喜高/宮本歯科医院

小林　晶子/長野県北信保健福祉事務所　長野県栄養士会公衆衛生部長

③ACP（緩和ケアと終末期ケア） 柴田　龍宏 ○ 安斉　俊久/北海道大学大学院医学研究院　

木原　康樹/広島大学大学院医歯薬保健学研究科

大石　醒悟/姫路循環器病センター循環器内科

柏木　秀行/飯塚病院　緩和ケア科

柴田　龍宏/久留米大学

清水　政克/清水メディカルクリニック

高田　弥寿子Ns/国立循環器病研究センター

田中　奈緒子Ns/姫路循環器病センター

西川　満則/国立長寿医療研究センター

藤田　愛Ns/北須磨訪問看護リハビリセンター

④高齢者特有の心不全の評価と介入 横山　広行 ○ 横山　広行/横山内科循環器科医院　

江頭　正人/東京大学大学院医学系研究科医学教育国際研究センター

衣笠　良治/鳥取大学

佐藤　幸人/尼崎総合医療センター

永井　利幸/北海道大学

宮島　功/近森病院

神谷  健太郎/北里大学

田中　宏和/ゆみのハートクリニック

河野　隆志/慶應義塾大学

⑤手帳の作成 衣笠　良治 ○ 中根　英策/北野病院　

五十嵐　葵/聖路加国際病院

門田　一繁/倉敷中央病院

神谷  健太郎/北里大学

衣笠　良治/鳥取大学

柴田　龍宏/久留米大学

根井　あずさNs/東邦大学医療センター大橋病院

藤田　愛Ns/北須磨訪問看護リハビリセンター

水野　篤/聖路加国際病院　

宮島　功/近森病院

弓倉　整/弓倉医院　

横山　広行/横山内科循環器科医院

渡辺　徳/北信総合病院

Working Group名簿
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2019 年●月●日 

        先生 
 

平成 30年度厚生労働省科学研究補助金 
「地域におけるかかりつけ医等を中心とした 

心不全の診療提供体制構築のための研究」 
榊原記念病院 磯部 光章 

 

「地域で診る心不全患者の診療指針（仮）」 
ご執筆のお願い 

 

拝啓 先生におかれましては益々のご清栄のことと拝察申し上げます。 
この度、非循環器専門医の実地医の先生を対象とした心不全診療の指針「地域で診る心不全患者の診療指針
（仮）」の作成を予定しております。 
 つきましては、先生に別紙目次にございます項目のご執筆をお願い申し上げる次第でございます。「企画
書・執筆要項」、「目次」、「執筆要項」を同封いたします。ご執筆に際しましては、ご執筆なさる際のお願い
にお目通しくださいますようお願いいたします。 
 
原稿締切日：2019 年 3月 31 日（日曜日） 
原稿分量：原稿の文字数は目次に記載してございます。図・表・写真などは 1つにつき 300 文字程度に換算

いただき、原稿分量にお含めください。 
     （原稿の文字数はおおよその目安とお考えください。） 
 
ご多用のところ恐縮に存じますが、原稿締切日までにそれぞれの WG長と班長（磯部）宛にご提出くださいま
すよう、何卒よろしくお願い申し上げます。 
 
 

敬具 
 

「地域で診る心不全患者の診療指針（仮）」 
-------------------------------【企画書】------------------------------- 

 

● 対象：非循環器専門医の実地医、コメディカルスタッフ、介護スタッフ 
● 仕様：B5 判 ●色刷り、60-70 ページ（予定） 
● 企画の趣旨 

班会議で議論をしてきたように、実地医家が心不全患者を地域で管理するために役立つ指針を作成することが
目的です。あわせて、コミュニケーションツールとして心不全教育ツール（スライドセットなど）の作成を予定してい
ます。6 月頃までに第一稿を作成し、非公開で内容についての検証作業を行い、2020 年度に最終板を作成する
予定です。第一稿作成後も大きな修正変更が見込まれますので、あらかじめその旨ご諒承御願い申し上げま
す。 

● 編集方針： 
・「執筆要綱」、同封の「目次」の記載内容に沿ったスタイルでご執筆ください。内容や体裁上の一貫性を図るため、
原稿については、加筆、修正、削除などをお願いすることもございます。また、記述方式や依頼原稿分量に沿う
よう、編集作業の段階で手を加えさせていただくこともございます。この点、予めご了承くださいますようお願い申
し上げます。ご脱稿が遅れる場合は、ご執筆者の変更もあり得る旨も予めご了承ください。 

● 原稿締切：2019 年 3 月 31 日（日曜日） 
● 著者査読：ご編集の先生方がお原稿をお読みになります。結果、修正等をお願い申し上げることがございま

す。予めご了承ください。 
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「地域で診る心不全患者の診療指針（仮）」 
---------------------------【執筆要項】------------------------------- 

● タイトル 
・タイトルの変更は可能です。その場合は、当該 WG 長の了解をえて下さい。 

● 執筆分量 
・ 原稿分量は目次に記載しております。項目の内容によっては、適宜増減頂いて問題ございませんが、あまり

に大幅な超過がないようご配慮ください。 
・ 図表、イラスト、写真等は大きさにもよりますが、1 点を 300 文字程度に換算し、執筆分量にお含めください。

また、著作物として版権取得が必要となるものについては可及的に使用を避けて、オリジナルなものにして
下さい。最終出版物作成前に必要な版権に関する処理はいたします。また出版業者にイラストなどの作成を
依頼する予定ですので、この段階では仮の図表（引用も含めて）でも構いません。 

● まとめと Q&A 
・各項目（2-1、2-2、3-1、など）のはじめに箇条書きで、重要なまとめを載せて下さい。数点から 10 点
以内くらいで WG 長が調整して下さい。 
・同様に項目末に短い Q&A（一問一答）を載せて下さい。やはり 10 点以内程度です。 
・本文と重複する記載でも構いません。 
・まとめと Q&A は依頼した字数に含める必要はありません。 

● 本文記述方式 
・ 「である」調で、長く分かりにくい文章にならないように平易、簡潔、明瞭な記述をお願い申し上げます。また、

非循環器専門医の実地医の先生方やコメディカルスタッフ、介護スタッフでも理解可能な語彙利用ならびに
わかりやすい表現をお心がけください。 

・ 対象の理解を促すために図表化した方がわかりやすい文章はなるべく図表化し、視覚に訴える魅力的な構
成をお心がけください。 

・ 略語を使用する場合は、初出では日本語（Full spell: 略語）で表記し、以降は略語のみの表記としてくださ
い。略称については全体完成後、統一をして、巻頭に略称集の表を載せる予定です。 
例）左室駆出率（Left ventricular ejection fraction: LVEF） 

・ 欧文は文章の初めでも小文字で始めてください（固有名詞を除く）。 
・ 文献は最小限とし、多くて 2～3 点。またはなしでも構いません。出来れば総説的なものに限り、またネットな

どで容易に入手できるものがよいです。別紙「ご執筆なさる際のお願い」をご覧ください。 
・ 見出しは、原則的に以下の体裁にご統一ください。 

1, 2, 3, ………… 
 1), 2), 3), ………… 
  ①, ②, ③ ………… 

● サンプル原稿 
ご参考に既に推敲を終えた 2 点の原稿を添付いたします。この形式にこだわるものではありませんが、ご執
筆の参考にして下さい。 

● データ送付のお願い 
データファイルを E-mail にご添付の上、お送りください。もし、データサイズが大きい場合は、「データ便」などを
お使いください。 

データ送付先（以下の２箇所です） 
磯部宛 Kumiko Igarashi kigarashi@hq.heart.or.jp 
該当の WG 長宛（敬称略） 
① 加藤真帆人、② 水野篤、③ 安斉俊久、④ 横山広行 

 

● その他 
・ 最終的な作成にあたり、執筆者は巻頭に一覧表と所属を載せるにとどめ、個々

の箇所の執筆者は記載しません。班全体で連帯して責任を持つ形です。 
・ 最終板には全執筆者の COI 記載をする予定です。 
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                             平成 30 年 12 月 11 日 
 

公開シンポジウム開催提案書 
 

「今後の心疾患の診療提供体制：循環器病対策基本法制定を受けて」開催について 
 

提案者 磯部光章 
日本学術会議第二部会員 循環器・内分泌・代謝分科会世話人 

    榊原記念病院院長/東京医科歯科大学名誉教授 
 
 
 

記 
 
１． 主 催：・日本学術会議（臨床医学委員会 循環器・内分泌・代謝分科会） 

・AMED「慢性心不全患者に対する多職種介入を伴う外来・在宅心臓リハビリテ
ーションの臨床的効果と医療経済学的効果を調べる研究」研究班 

（磯部光章代表） 
・厚生労働省「地域におけるかかりつけ医等を中心とした循環器病の診療提供
体制構築のための研究」研究班（磯部光章代表） 

 
２． 共 催： 一般社団法人  日本心不全学会                    （筒井裕之理事長） 

特定非営利活動法人 日本心臓リハビリテーション学会（牧田茂理事長） 
 
３．  後 援：  公益社団法人 日本医師会                        （横倉義武会長） 
       公益財団法人  日本心臓血圧研究振興会            （矢崎義雄理事長） 
        公益財団法人  日本心臓財団                      （矢崎義雄理事長） 
        一般社団法人  日本循環器学会                    （小室一成代表理事） 
 
４． 日 時：平成 31 年 3 月 21 日（木）： 14 時～17 時 
 
５． 場 所： 日本学術会議講堂 
 
６．開催趣旨： 

超高齢化社会になり高齢者の心不全の診療体制の問題が顕在化している。医療面にとどまら
ず、地域社会を脅かしかねない問題であり、「心不全パンデミック」とも呼ばれる深刻な社会
状況の出現が懸念されている。そのことは日本学術会議第 23 期循環器・内分泌・代謝分科会
の「超高齢社会における生活習慣病の研究と医療体制」で報告したとおりである。 
この度制定された「健康寿命の延伸等を図るための脳卒中、心臓病その他の循環器病に係る
対策に関する基本法」はこのような背景の元に循環器病診療の改革を促進することを企図し
てものである。 
本シンポジウムを主催する AMED 研究「慢性心不全患者に対する多職種介入を伴う外来・在宅
心臓リハビリテーションの臨床的効果と医療経済学的効果を調べる研究」の成果がまとまり、
今後の診療提供体制に関して、社会に発信すべき成果が得られた。さらに臨床現場での診療
内容・システムを改善するための厚生労働省「地域におけるかかりつけ医等を中心とした循
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環器病の診療提供体制構築の研究」研究班では診療ガイドラインを作成しているところであ
り、その作業にあたっては一般からの情報収集や討議が求められている。 
広く一般医療関係者を対象とした公開シンポジウムを開催して、情報提供と討議を行い、基
本法制定下での今後の診療提供体制改革に結びつく成果を得たい。 

 
７．次 第 
 
公開シンポジウム 
今後の心疾患の診療提供体制：循環器病対策基本法制定を受けて 
かかりつけ医での診療・多職種介入・心臓リハビリテーションの定着に向けて  
 
内容：別添資料 
 
以上を提案し、関係各位、諸団体のご賛同、ご協力をお願いする次第です。 
 
磯部光章 
 

以上 
 

 



20 
 

 



21 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



22 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



23 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



24 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



25 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



26 
 

 



27 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



28 
 

日本学術会議公開シンポジウムアンケート結果 
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公開シンポジウムの感想、今後の心疾患患者に対する診療提供体制に関して、取り上げて欲しいテーマやご
意見（自由記載） 
 
 心不全患者の ACP(悪性疾患と相違)。 
 基本法制定までの経緯や循環器しっかんの一次予防から 3 次予防までの重要性を改めて認識できた。 
 心臓リハビリ初心者の在宅作業療法士ですが、用語の理解や解釈等に難しさを感じつつもわかりやすいシンポジ

ウムで勉強になりました。 
 外来心臓リハビリで疾患管理をして予後は良いが医療効果をいかに可視化していくかは重要と考える。 
 ガン・慢性呼吸器疾患なども取り上げて頂けると幸いです 
 患者教育を充実させるための方法（他業務が増え教育時間が確保できない現場が多い。指導加算について） 
 生活期でのリハビリについて一番重要なのはケアマネージャーや地域包括対策支援センターかと思います。 
 スポーツなどを通して行う予防が有効ではないかと考える。活動量計を用いた管理なども有用と考える。 
 製薬企業に勤務しております。非常に内容の濃いシンポジウムで勉強になりました。また、自分自身が何をできる

のか考えさせられる貴重な機会となりました。 
 超高齢化社会における運動器疾患に対する取り組みと課題。 
 地域に普及させていくためにどうするか？医師の関心をどう心臓リハビリに向けていくか？ 
 高齢、独居、認知症の心不全患者に対しする食事提供、服薬管理、リハビリ通院の具体的な方法をテーマに挙げ

ていただきたい。 
 回復期病棟での心臓リハビリ、外来心臓リハビリの普及が難しいのは施設基準の中にあるいしの確保が難しい

点もあるかと思います。 
 心臓リハビリ学会でのディスカントとは異なり問題点をオープンに討論されており非常に学びがありました。特に

地域での心臓リハビリに対するマンパワー不足については討議して欲しい。 
 心臓リハビリを理解した。リハビリテーション医、リハビリテーションを理解した循環器医師の育成が重要。 
 これからの心不全診療提供体制について最新の情報、知見を得ることができました。 
 今後の五年計画等についても知りたかったです。 
 在宅医療、看護の実際、先進的取り組み。 
 StageC や D の症例に対して今更対策を立てても無駄というか遅い。若くして循環器病に関わった方の心臓リハ

ビリ継続やスポーツ・復職後の運動習慣の獲得など病院を離れた取り組みについて聴講したい。・ 
 心不全の国民向けの定義を TV などのメディアで取り上げてもらいたいです。国民に知ってもらうことでセルフモニ

タリングにもつながると思います。 
 これまで、これから発表させる研究成果の公表またはアクセルできる仕組みを作って欲しい。 
 多職種に含まれていない道具作りの工学士の参画が重要。イノベーションは道具の進化が必須となっている。 
 なかなか一本化するのは困難な課題であるのでこれから継続して討論してもらいたい 
 全ての先生のご意見が貴重でしたが和泉先生のご意見、弓野先生のご意見がかなり参考になったと思います。 
 部外者にもわかりやすく説明頂けた。また、このような機会があったら聞かせて欲しい。 
 循環器基本法をどう作り上げて施行させていくか、国民の健康寿命の延長にどう繋げていくか、その経緯やその

評価を見直せるシンポジウムをまた企画して欲しい。 
 心臓リハビリの提供施設不足は、大きな問題だと思う。施設基準のハードルが高いと感じています。 
 民間のフィットネスクラブなどで吸収できる体制も必要だと思います。 
 心臓リハビリにフォーカスが当たりすぎの様に感じました。 
 地域における心不全加療の連携。 
 これだけリハビリが必要、多職種が必要と言っているが今回は医師、看護師、理学療法士しか出てこなかった。 
 生活レベルの話が重要になるのでソーシャルワーカー、ケアマネージャーの力も大切になってくる。 
 非医療者との認識の乖離が問題にあると思うので是非、この職種の方々と協力できる様な勉強会を作って欲し

い。 
 理学療法士の養成校の指導者、授業構成などが循環器疾患のリハビリ数が少ない原因の一つとも考える（最近

は少しずつ改善していると思うが）。 
 心臓リハビリが普及しない真の問題点の解決が不十分であった。 
 各二次医療圏や地域で心疾患のアウトカム改善の取り組み、アウトカムの差をもっと深く分析し、地方から中央で

展開できる様に。 
 心臓リハビリの普及、特に在宅医療分野。 
 日本の心不全、心臓リハビリの現状がわかり大変勉強になりました。地域在宅心臓リハビリの実際についてお聞

きしたい。 
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 一般開業医の心疾患に対する苦手意識が強いこと、このギャップを作っている要因について議論できると良い。 
 急性期病院とかかりつけ医の心疾患患者の連携の実際について知りたいです。 
 心臓血管外科の集約化について。 
 定期開催にして欲しい。何を考えて従事すべきか大変勉強になります。 
 AMED 研究のフルデータを是非論文で見たいです。または定期的に今回の様な場で共有できると良いのではな

いかと思います。各学会の心臓リハビリ普及に関する取り組みについて知りたいです 
 総合討論は特に良かった。各講演を短くして総合討論をもっと長くしても良い。 
 昨今心不全緩和ケア加算が認められました。超高齢心不全患者が増加する中、心不全の疾病管理、地域在宅と

の連携、心臓リハビリとともに緩和ケアについてシンポジウムを是非取り上げて欲しいと思います。 
 臨床で実際に関わっているスタッフレベルでのディスカッションをして欲しかった。 
 木原先生の思い切った発言は素晴らしかったです。 
 シンポジストのスライドを公開して欲しい。 
 各医療スタッフの権限移譲に関してはとても検討して頂きたいと考えている。 
 リハビリのエビデンスが確立している現状の中で心臓リハビリを提供しない、連携しない施設に対して急性期医療

費を減額する様な医療制度があっても良いのではないかと思う。 
 今回の講演内容を後日 e-Learning で振り返ることができるとありがたいです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                                                          
                                                                                                 



33 
 

 

研究成果の刊行に関する一覧表 
                                                                                                 
      書籍                                                                                       
 

 著者氏名  論文タイトル名 書籍全体の 
 編集者名 

 書 籍 名 出版社名  出版地 出版年  ページ 

磯部光章 
(分担執筆)

肥大型心筋症・拡
張型心筋症(定義、
症候、心電図 

(班長) 
筒井裕之 
北岡 裕章 

心筋症診療ガ
イドライン（2
018年改訂版） 

日本循環
器 学 会 /
日本心不
全学会 

東京 2019  

 (班長) 
筒井裕之 

 (班員) 
木原康樹 
他" 

急性・慢性心不全
診療ガイドライン
(2017年改訂版) 

 
日本心不全
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